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又上記の 季節に於け る疾風(6～lo米)、 強風(Io～15米)、 烈風(15～29米)・

麗風(2g米 以上毎秒)の 回数 を方向別に区分 し、この平均方向を算出するごきは冬

期の平均風向に梢 々近接 したどもの とな ウ本 島一精の 暴風が秋期終か ら冬期間に襲

來す ることを證 して居 る。 風速別回数 は敷香地方に於て烈風以上の襲來は割合に

少ないが張風は比較的多い。 過去30年 間の強烈 な風 向及風速は北24.2米 北北

西26.3米 、北25.3米 、等の風速25米 に及ぶ烈風 は数 回あつて本地方一帯 にも相

當強烈な北 風が襲來す るものとせねばな ら楓。

此等 の點か ら見て 山岳林一帯の倒壊木は 冬期間の強烈 な北風で多 く倒壊 したも

の と考へ られ るが又樹冠の積雪 も倒壊 を容易な らしむ る關係あるものであ る。

(VI)考 察

(1)エ ゾマツ、 トドマツは北部樺太にも到 る庭分布 して1)本 地帯は最 も良好 なる生

育地 とすべ きであつて、海抜約1000米 除の幌登山頂附近にもエ ゾマツの強靱な

生 活力 を有 して居 る。森林上部界が海抜高約600・ ・700米 まで低 下して居 るのは

全 く風衝關係 と地形上の 原因に よる如 くで、幌登 山西面 の 保恵川奥地盆地状の

森林地帯 をなす四園高山に 廻 らされ力区域は、東南面 の如 く幌内川平源 に屹立

す る斜面 に比 してエ ゾマツ、 トドマ ツ林の上部限界が割合 に高い2)。

叉地形に よつては上部地の エゾマツ、 トトマツ林 も林地の方向及嶺線の關係

上、風衝を避 けて所謂風 通に當 らぬ箇所 では エ ゾマツ・ トドマ ツ も樹 高の相當

高い生長 をなして居 る。

又上部森林限界上には幌登 山頂 の矯生 の、 エゾマ ツ老樹の生立以外にはエゾ

マッ の 侮形樹 は 存在 す る こ と な く、森林 限界(Bestandesgrenz)と 樹木 限界

(Baum-guenz)こ の過渡地域3)を 見 ることはない。

1)工 藤 砧 舜;北 樺 太 植物 調 査書18頁

2)林 常 夫;林 木 の 風 衝 生 態 共 の他 京 都 帝 國大 學 出版 第 五輯39頁

3)Schreiter;DasPflanzenlebendesAlpen・S・36
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而 して上部界 の森林 も立地 に よつては 生長力 もあ う、前生樹 も相當に 存在し

て古 き毬果 も林 内各所 に 見 るか ら結實能力 もあ り、 更新能力 も充分あ るもの こ

思 はれ る。

是等の事實か ら此山岳地一帯 に於 ての森林限界は專 ら風衝限界(Wndgrenz)

及 山嶽地形の限界(・r・graphischGrellz)1)と すべ きである。

トドマツはエゾマツ と共に上部地の森林には生育 して居 るが 其生立本数はIIJ

麓地の生立本数 より少 く、幌登山頂 の岩石地 には エ ゾマツ の蟻生樹 を生ず るが

トドマツ は これを見 ることを得ない等の こごより高所の風 衝地帯 には トドマツ

は生育せ す、 エゾマツようは風に対し て抵抗力少な き性向を有す る如 くである。

(2)根 株諸共 に倒壊 した樹木 の方向が如何 なる程度 に風 向を決定す るかは 考慮 を要

す る。

一般 には孤立或は集團の樹木は 他の影響 を度外視 すれば 作用 した風の方向に

倒壊 する傾 向が あるが、立地、林木個々の 樹形、樹齢、周園の關係等 に よつて

風tfiJ(eseして多少の偏位あ るを常 とす る。 然 し是等の二次的作用は一次的作用

であ る風圧 が大 となれば なる程僅少な 影響 を與 へ ることと なるので、強烈 な暴

風 には 勿論 二次的作用 も含 まれて居 るが 風向 と倒壊木の方 向とは互 に接近す る

ものであ る2)。 而 して倒壊 木による観察が正確 に得 らるれば風向観察 ご林 木個

有の倒壊 關係 を知悉することを得 て 施業の實際に 即することを得 るもの と信ず

る○

理論的 には風圧 は林木主軸長 と樹冠面の重點 に働 く風 速の平方 に比例す るこ

なすが3)林 木の風圧 による振動 負魅 も考慮すべ きものであ る。

本地方 で倒壊 木 を生ぜ しむ るに到 る風圧 の實験的数値は未だ之 を 充分 にして

居 ら》λが エ ゾマ ツ、 トドマツ老齢木 は樹冠狡長所 謂Spitzfichte4)を なし、樹冠

面に受 くる風力 を回避す るに好都合の 如 くであるが、然し老齢木は森林 の樹冠

 i) Schreiter; Dass Pflanzenleben des Alpen. S. 51 

2) 3) Eifert ; Forstliche Strum Peobachtungen im Mittelgebirge. Allg. F. u. J. Ztg. 1903. S. 325

4)前 掲 演習林報告 第二號
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層か ら高 く抽出 して相當の風衝を受 け、且 エゾマツ は淺根性 で前述の如 く腐朽

倒木上に生 じた特殊な根張は風圧 の方向によつては容易 に 倒壊す る傾 向あ るこ

とは屡 々實見す る庭である。 又過密 な生立本数 を有 るるこも又倒壊の蓋然性 を

多か らしむるものであ るか ら1)本 地方の如 く生立本数 も多 く、N倒 壊木 の多 き

原生林 も稀 な如 くであ る。

林内に存在す る大多数 の倒壊木に於て 倒壊方向の著 し く偏位 した場合は樹冠

の偏面生長をな した もの、急斜地 に於て 倒壊後 轄落 したもの、倒壊木によつ て

衝動を受けた隣木の倒壊 した もの等 に多 く見 られ る。・

腐梼木 で樹幹のみ挫折倒壊した ものは 多 く樹幹腐梼 して 中室 こな り僅かの衝

動 に よつても倒壊 するもので静寂 な原生林中で 屡 々其倒壊 す る爆昔 を聞 くこと

が ある。 其倒壊方向は多方向に亘つて偏位 が多いが風力方向に倒壊す る乙とも

多 く多数 の統計は根株諸共 に倒壊 したもの と其大 勢を同 じくして居 る。

叉樹 幹の中途か ら梢 々旋回 して長 く裂状に挫 折倒壊 をす るもの も多 く老齢林

の林室中に見ることがあ る。 この種の破壌は旋風の作用 とする者 ・)竜 あるが本

地帯の老齢原生林内の僅少の観察に よれば 不均等な枝張 と旋回生 艮の結果 とな

すことが正當 と思はれ る。 又平地林の倒壊木は倒壊方向の多方 向に亘 ると共 に

交 互層 状に堆積 す る關係が観察 され るので、各倒木 は相當時間的の隔 ウを考へ ら

れ長 期に亘 る常風 による倒壊 とすべ きであ るが、山岳林 一帯は 倒壊方向が甚 だ

狭い範囲 に限 られ て居 て、場所に よつては 殆ん ど同一方向 とな ることもあつて

交互 層胱 をなす倒壊 も少 な く、倒壊木の 腐朽程度、倒壊後 に 其庭 に生 じた前生

樹の生長關係等か ら一齊的倒壊で時間的差異の少 ない 突風襲來 による倒壊 と判

定 され る。

山麓地帯の丘陵地 では平地 林 と同様な倒壊 關係 を示 して居 ることが多い。

平地林 及山岳嶺線の如 く直接 暴露 しfa風 衝地 では 倒壊木の 平均方 向はSE

60。～70。、sE700～76。 となつて、平均 風向は保恵附近 ではNE30で 約6。 ～700

i)  Eifert; Forstliche Sturme ßeobachtungen im Mittelgebirge. Allg. F. u. J. Ztg. 19D3, S. 325 

2) Eifert ; a. A. 0. S. 329.
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の西偏位 とな う、暴風方向(敷 香NEI70)に 比較 すれば700～80。 の西偏位 と

なつて居 る。 之は北叉は北偏 うの暴 風が本 山彙一帯 で著 し く方 向を轄換 して急

峻な谷 筋に張い局 部的 な突風 を生ず るもの と考 へ られ る。 平均風 向、暴風方向

に隠蔽する幌登山西側而の奥地盆地状 の森林地帯に倒 壊木数 の極め て僅少な こ

とは特 に前述の事項 を了解し得 る如 くである。

山岳林地帯 で中腹緩斜地、谷筋 に比較的 大面積 の倒壊のあることは 前述の蓮

りであ るが、玉手三棄壽、山田昌一両氏1)は 昭和七年十 一月の脆風 に よる森林

被害 を東京営林 局管内の多数 の 調査結果か ら 「暴風 被害は常 には 風當 うの強か

らぬ谷間、或は鞍部の如 き所 に多 く現は るる」ことを報ぜ られ、「地形的の影響に

依 つて局部的に異常 に強烈 な風 とな ることがあ る爲で、谷間 或は 鞍部 に於ては

風が吹 き込んで 魅縮 され風 力が 張め らるることが あ う、局部的 に風の渦巻 を登

生 し、施風 的の現象の起 ることもある」 ご共 に 「谷間に於 ては 一般 に樹木生 艮

が良好で 強風に対する 抵抗力が 弱 くなつて居 る」 と述ぺて 居 られ る。 谷筋

(TalzUge)が 暴風 を谷 の走 向に轄ず ることは明白であるが、風力は谷 の上部か ら

吹 き込む時は谷の下方で著 し く張大 となるものの如 くで、山岳林 一帯で中腹 及

山箪地帯にのみ比較的大面積の倒壊 を生ず ることは 倒壊木の状態か ら局部的 に

強烈な突風 こな るもの と認め らるるも、本山岳林の如 く短い谷地 で 谷の下方が

展開 した地 では 風 の圧縮 に よる風 力の 強大となること、及 局部的渦巻を生す る

こと等 は考 へ られぬ。 同様な事實を植村博士は 「山岳林に於 ては主とし て谷の

走向によつて定 まるか ら固有の方向と相違するこごが多 く、谷 に於 ては 高庭 よ

t)殺到 ご.て吹 下が る風は 谷に吹 き上が るもの よりも強力 とな る」2)3)と 述 べて

居 られ る。

倒壊木 を生ず る季節は本地 方では暴風 襲來期の秋か ら冬の期 に最 も多 きもの

の如 く・春夏の期には倒壊は腐朽木以外は僅少 であ る。

1)玉 手三棄壽 山田昌一;昭 和七年十一月十四 日十五 日の麗風によるllー林の被害,山 林治水氣象葉

報 第十三號

2)植 村博士;森 林経理學435頁

 3. Guttenberg ; Die Fostbetriebseinrichtung. Auf. I9I1 S. 317.
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(3)前 生樹 は山岳林の到 るこころで甚だ 多数 を生 じて トie-,,,ツの混淆 本数が全般を

逓 じて多い。 而 して是等前生樹 は風害等 に よつて老齢上木が急激 に倒壊 しても

二三年の後、直に生長力を旺盛に して 充分 の生長をなす ことは 平地林の皆伐 後

の前生樹 の最近四五年間の生長量に よつても判定 され、叉 山岳林中腹地帯の肚

齢林が倒壊木朕態 と壮齢林 の不整形木及梢折木等の多数 を有す ることよウ見 て、

老齢上木の一齊倒壊後の前生樹の生 長に よつて 成林 しブaものであることが 判明

する。

是等 よう前生樹 も相當有用性の存す るこごは 疑 ない ことであるが、平地林 ご

同様 に前生樹樹 高1米 内外でも樹齢80～go年 とな ること多 く、此等の 老齢前

生樹は將來の主林木 となる期待少な く、叉前 生樹 は原生林 に特有な存在で1)こ

れに依存 する施業の困難な ことは既に述べ られて居 る2)。

(4)山 岳林一帯 では トドマ ツはエ ゾマ ツに比 して 小径木の多い ことは 平地林 と同一・一一

であるが、 小径 トドマツは北面林に於 て南 面林 よう生 立本数 多 く、大径 エゾマ

ツは北面林 よ6南 面林に多数 の生立本数 を有す る如 くであるが、北面林に於 ても

エ ゾマツの小径 木が トドマツの小径木 より多数 を占む る箇所 もあつて 必ず しも

林地 の方位 が両樹種の生 立1こ條件せ らるるものでな く、寧 ろ老齢上木疎開の状態

及程度が トドマツの生立に關係す るこごが大なるもの と考 へ らるる。又 トドマ

ツの枯損本敷ばエゾマツに比 して特に 小径木 及副木 に其数多 く。北面林 にては

著 し く其本数 を増加せ るこご等 より考 ふれば、相當の樹齢 と大 きさに 達すれば

陽光を要求すること大 な るものではないか と思はしむ るものが あ る3)。

(5)山 岳地帯 では林型は多 く主林木の下に小裡木の前生稚樹 を有 する単層林 に近 く、

外観的には極めて一齊的の景観 を呈する。上 部地の老齢林 に於 ごもこの状態で

あつて、 自然に長 く放置せ られてあつた原生林の特徴を示 して居 る4)。

中腹及山麓 地帯に存 する壮齢林 は 一時的急激な 倒壊 を生 じた地域 と輩木的及

1)2)植 村博士;原 生林か擦伐林か、林學會雑誌 第十二巻 第五號

3)森 川均一;樺 太原生林に於けるエヅマツ、トドマツ 及グイマソの炭素同牝作用 と陰陽性t:就 て

林學會雑誌 第16巻 第2號

4)  II. Walter ; Einfühung in die allgemeines Pflanzengeographie I)eutschland. S. 36$.
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数木的倒壊 を生 じた区域 とによつて甚だ むく其林型 を異にし、前者 では比較的

、廣面積(o,5～15階)に 一齊林が更新されて居 るが、後者の場合 では小面積(().1・v

o.5附)に 更新 され て樹冠層は複雑 となり 年齢 の配置 も廣範囲 に亘つ て擇伐 林型

に近 くなつて居 る。

而 して比較的廣面積 に更新 された壮齢 林 に トドマツの混淆 多 く、小面積 に更

新EISれた壮齢林 には トドマ ツの割合は少な くエゾマツの多い のは、一時的急激

な疎開のために充分な陽光 と腐植土の分解進みた る 土壌上 に よくトドマ ツが 生

立す る性 向あ るがためであ る。

山麓丘陵地 で擇伐林型 を呈 することの多いのは 平地林 ようも比較的強い風衝

地域 とな り、老齢上木の 倒壊 され るもの多 くして 自然に擇伐 的 に局部的疎 開を

生ず るためであ る。

(VⅡ)摘 要

以上各種の調査 及観察 よう考察 して次の如 き結果を得 らるる。

(1)本11i岳 林一帯 ではエゾマ ツ、 トドマツ林 は 海抜 高600～700米 の高度に及んで

其面積は山岳地帯 面積の約40%と なつて居 るが、將來施業の対照 となし得 る

森林 は 海抜高400～500米 の高度 以下 の生長力の猶相當に存する地域 に限 られ

て・面積1ζ於ては山岳地帯面積の30～35%に 過 ぎぬ。

(2)山 岳地帯 に於け るエ ゾマツ、 トドマツ は風 に よる老齢上木の倒壊後、前生樹 に

よる更新が大部分 であつて、叉 老齢上木の倒壊後に新 に成立 した エゾマツ、 ト

ドマツも多数 あ る。

老齢林が暴風 に よつて 一時的急激な比較的大面積の 倒壊 を生 する時は、一齊

林 とな リ トドマツの混淆 歩合多 く、箪木的 な小面積の、長期間の倒壊は擇伐 型

の森林 となつて トドマツの混淆 歩合は割合に少な く、エゾマ ツを多 く混す る。

(3)山 岳地帯 では常風及暴風方向は 谷筋 の方 向に転向 されて、風 に よる倒壊被害は

中腹地帯、谷筋、丘陵、地形線の屈曲點等 に多い。


